
























ち』 （平凡社、一九九九年） 、 『泣い 笑って三くだり半
　















































会津藩家中の者を調べるのに役立つ『諸士系譜』 あるが、藩士 すべてが載 ているわけではない。が、
下調べの中で三つの志賀家を見つけることができた。先生にはメールでその旨お知らせをした（一〇月二六日） 。いつもなら、 「メール拝受。 」という返信が早々に先生から来るところ あるが、今回は来なかった。今思えば、その頃には具合が悪かったのかもし い。同月二九日 会津図書館で関係史料を確認・コピーをし、先生にはいつ頃お渡ししようか、それとも読んで活字にしてしまった方が良いだ うか、 どと思いながら過ごしていた そ 先生 訃報が届いた。　
古文書史料コピーは今も私の手元にある。この史料のうち、どれ 先生の求めるものだったのかはわからな
いのだが、その答えを聞くこと できなくな てしまった。この宿題は、永遠 宙ぶ りん る。残念でならない。　
これからも、 「どんどん活字にすること！」という先生 言葉を大切にしていきたい。
　
高木先生、有難うございました。どうかゆっくりお休みください。合掌。
